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同
様
に
、
絵
画
及
ぴ
鏡
を
枠
に
入
れ
る
こ
と
が
、
製
本
師
の

以
前
の
木
材
仕
事
か
ら
淵
源
し
た
様
に
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。

而
し
て
是
等
の
仕
事
は
、
小
都
市
に
あ
っ
て
は
、
製
本
師
が
今

日
迄
保
持
し
て
来
た
処
の
仕
事
の
一
つ
で
も
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ル

ン
ベ
ル
グ
（
岩
亭
ま
ｏ
轟
）
に
於
い
て
は
、
此
の
行
為
は
、
鏡

師
の
一
の
争
ひ
に
ま
で
な
っ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
此
の
争

ひ
は
、
ニ
ハ
六
七
年
に
、
分
た
れ
た
鏡
師
の
手
工
業
が
止
揚
さ

れ
、
そ
の
仕
事
の
領
域
が
、
製
本
師
と
顧
合
す
る
こ
と
で
、
終

結
を
告
げ
た
の
で
あ
る
。
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木
製
の
表
紙
が
拾
ね
て
使
用
さ
れ
る
状
態
は
、
古
い
時
代
の
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大
な
る
大
本
の
型
に
見
る
様
に
、
永
く
続
い
た
の
で
あ
る
が
、
す

で
に
第
十
六
世
紀
の
後
半
に
至
り
、
是
と
並
ん
で
、
板
紙
の
表

紙
が
小
型
の
書
物
に
対
し
て
使
用
さ
れ
る
様
に
な
り
、
十
二
世

紀
に
入
る
や
、
後
者
は
愈
々
其
の
地
盤
を
固
め
、
遂
に
は
木
製

の
表
紙
を
完
全
に
排
除
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、

木
材
を
細
工
す
る
こ
と
は
、
そ
の
経
営
か
ら
退
却
し
、
或
ひ
は
、

木
材
を
細
工
す
る
こ
と
が
、
絵
画
の
枠
に
類
し
て
必
要
で
あ
る

範
囲
に
於
て
、
指
物
師
が
其
代
り
に
引
き
寄
せ
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
是
等
の
事
情
に
反
し
て
、
板
紙
が
進
入
し
、
製
本
師
は
是

等
の
板
紙
を
永
い
間
一
緒
に
合
さ
れ
た
板
か
ら
調
製
し
た
も
の

で
あ
っ
た
。
而
し
て
、
此
板
紙
は
製
本
に
際
し
て
の
み
な
ら
ず
、

又
容
れ
物
の
製
作
に
当
つ
て
も
用
ひ
ら
れ
、
か
く
し
て
、
容
れ

物
の
製
作
は
板
紙
細
工
叉
は
板
紙
仕
事
と
な
る
の
で
あ
る
。
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方
に
於
い
て
、
此
の
板
紙
細
工
は
包
装
箱
及
び
小
間
物
類
の
範

囲
に
於
い
て
、
大
な
る
活
動
範
囲
が
開
け
、
他
方
に
あ
っ
て
は
、

板
紙
細
工
は
、
紙
の
軟
塊
を
乾
燥
し
て
固
め
る
こ
と
の
発
明
に

よ
つ
て
、
次
の
様
な
動
機
が
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、

時
麦
玩
具
、
特
に
人
形
作
り
の
人
形
の
頭
を
製
本
の
経
営
の
申

へ
収
容
す
可
き
動
機
こ
れ
で
あ
り
、
而
か
も
、
こ
の
こ
と
に
よ

っ
て
、
此
の
手
工
業
の
一
つ
本
質
的
の
強
化
が
得
ら
れ
る
こ
と

は
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

　
木
製
の
表
紙
と
共
に
、
皮
革
技
術
が
叉
退
歩
す
る
こ
と
に
な

り
、
而
し
て
、
暫
時
、
平
滑
な
金
具
製
本
が
流
行
し
た
の
で
あ

る
。
皮
革
は
本
来
の
表
紙
か
ら
そ
の
姿
を
消
す
様
に
な
り
、
而

し
ｒ
、
唯
本
の
背
面
と
角
に
於
い
て
の
み
、
保
持
さ
れ
る
に
過

ぎ
な
い
こ
と
に
な
り
、
同
様
に
、
時
が
経
過
す
る
と
共
に
、
其

は
金
具
に
移
行
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
代
り
に
、
表
紙
は
色
紙

及
び
波
紋
紙
を
以
っ
て
覆
は
れ
る
こ
と
に
な
り
、
此
の
傾
向
は

す
で
に
第
十
六
世
紀
に
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
是
等

の
仕
事
は
、
製
本
屋
自
身
に
於
い
て
準
傭
、
調
整
し
た
の
で
あ

る
。
叉
表
紙
は
、
こ
こ
で
は
、
屡
友
金
の
圧
縮
さ
れ
た
飾
り
を
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以
つ
て
装
飾
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
然
し
、
是
等
の
仕
事
も
亦
、

第
十
七
世
紀
の
末
葉
及
び
第
十
八
世
紀
に
於
い
て
は
、
製
本
者

か
ら
離
れ
、
そ
の
代
り
に
、
本
来
の
「
紙
梁
色
者
」
及
び
第
十

九
世
紀
の
初
頭
以
来
、
本
来
の
色
紙
製
造
工
場
が
登
場
す
る
に

至
っ
た
の
で
あ
る
。
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然
し
、
此
の

技
術
の
痕
跡
は
、
現
今
の
経
営
ま
で
、
次
の
こ
と
に
よ
っ
て
保

存
さ
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
古
の
色
及
び
金
の
切
断
以

外
以
前
に
、
飛
抹
状
及
び
波
紋
状
の
切
断
が
現
は
れ
、
一
般
に
、

角
及
び
断
面
の
飾
り
が
、
表
紙
図
案
が
減
つ
た
程
度
に
応
じ
て
、

逆
に
進
入
し
て
来
た
の
で
あ
る
。

　
皮
革
で
覆
は
れ
た
本
の
表
紙
か
ら
、
金
具
製
本
ま
で
、
金
具

製
本
か
ら
半
ば
懐
革
綴
及
び
板
紙
製
本
へ
と
発
展
し
た
こ
と
は
、

書
物
の
堅
固
性
が
漸
次
減
じ
た
こ
と
の
段
階
と
も
認
め
る
こ
と

が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
然
し
、
此
の
反
面
に
は
、
書
物
を
取
扱
ふ

こ
と
の
容
易
さ
が
増
し
て
来
た
こ
と
及
び
製
本
の
安
値
化
が
含

ま
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
然
し
、
一
面
に
於
い
て
、
趣
味
が
減
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少
し
た
こ
と
及
び
技
術
工
芸
的
性
質
の
低
減
し
た
こ
と
は
、
此

の
発
展
の
必
然
の
結
果
で
あ
つ
た
。
更
に
、
次
の
一
事
は
是
を

看
遇
し
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
広
い
国
民
層
に
於
て
、
本

の
使
用
が
増
加
す
る
に
至
つ
た
こ
と
に
貢
献
し
た
の
で
あ
る
。

加
ふ
る
に
、
次
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
条
件
付
け
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
彼
の
古
い
、
無
限
に
努
力
に
満
ち
た
手
工
業
に
よ
つ
て
作

ら
れ
た
豪
華
版
、
是
等
の
も
の
は
今
日
尚
ほ
蒐
集
家
を
狂
喜
せ

し
め
る
も
の
で
あ
り
、
豊
か
な
手
当
に
よ
つ
て
抱
え
ら
れ
た
宮

廷
製
本
者
の
労
作
か
、
叉
は
富
め
る
愛
好
者
に
よ
っ
て
誘
致
さ

れ
た
創
作
物
で
あ
り
、
是
等
の
も
の
は
、
何
れ
も
、
展
々
其
の

本
の
内
容
が
無
価
値
な
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
明
臼
な
矛

盾
に
立
つ
の
で
あ
る
。
然
る
に
、
第
十
八
世
紀
の
製
本
者
は
大

な
る
公
衆
の
為
め
に
働
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
従
前
に
比
し
て
、

よ
り
少
い
仕
事
を
提
供
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
而

し
て
、
そ
の
理
由
は
、
次
の
事
情
に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
即

ち
、
製
本
者
へ
は
、
毎
日
、
本
の
型
式
及
び
製
本
の
装
訂
に
関

し
て
、
極
め
て
種
々
な
要
求
が
到
達
し
、
叉
顧
客
仕
事
と
云
ふ

不
確
実
な
経
済
上
の
理
由
か
ら
し
て
、
製
本
者
を
し
て
、
そ
の
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生
産
領
域
を
過
度
に
拡
大
せ
し
め
、
而
し
て
、
そ
の
生
産
領
域

の
各
方
面
に
対
し
て
、
展
々
、
極
め
て
切
り
つ
め
た
道
具
の
傭

付
け
で
、
満
足
せ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

　
技
術
と
組
合
組
織
と
に
よ
つ
て
与
え
ら
れ
た
、
他
の
工
業
と

の
近
隣
性
は
、
労
働
領
域
の
多
く
の
混
合
に
ま
で
発
展
し
た
の

で
あ
る
が
、
特
に
製
本
者
が
万
屋
、
小
間
物
品
（
小
売
商
人
）
の

処
で
組
み
合
は
さ
れ
た
処
の
都
市
に
於
い
て
は
、
そ
の
小
売
商

業
経
営
の
大
な
る
拡
大
を
誘
致
し
た
度
毎
に
、
認
可
時
代
の
経

遇
裡
に
、
一
般
に
な
っ
た
処
の
同
業
組
合
組
織
の
主
な
る
意
義

は
、
多
少
の
差
は
あ
る
が
、
か
か
る
争
は
れ
た
補
助
源
の
開
設

に
非
ず
し
て
、
む
し
ろ
、
次
の
点
に
あ
つ
た
の
あ
る
。
即
ち
、

彼
等
製
本
者
が
印
刷
者
、
発
行
者
及
び
本
の
小
売
商
人
の
強
大

な
る
勢
力
を
防
ぐ
こ
と
が
出
来
た
処
の
基
礎
を
得
た
こ
と
、
こ

れ
で
あ
る
。

　
彼
等
製
本
者
は
先
づ
本
を
商
ふ
権
利
を
保
護
せ
ん
と
試
み
た

の
で
あ
る
。
而
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
彼
等
に
対
し
て
、
製
本

さ
れ
た
本
の
み
な
ら
ず
、
暫
し
の
間
は
、
製
本
さ
れ
ざ
る
本
に

対
し
て
も
、
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
グ
（
＞
冒
唱
－
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ぎ
轟
）
か
ら
、
ニ
ハ
四
二
年
に
、
個
序
の
都
市
に
於
け
る
書
籍

商
に
対
す
る
製
本
屋
の
関
係
に
就
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
が
施
行

さ
れ
た
時
に
、
北
独
逸
及
ぴ
南
独
逸
に
於
け
る
若
干
の
都
市
が

引
用
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
が
、
是
等
の
都
市
に
於
い
て
は
、
彼

等
製
本
者
は
ぞ
の
権
利
を
無
制
限
に
所
有
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

是
は
勿
論
絶
対
的
に
非
ず
し
て
、
共
通
的
に
、
本
の
小
売
商
、

本
の
印
刷
者
、
挿
絵
描
き
等
と
共
同
し
て
、
所
有
し
て
ゐ
た
の

で
あ
る
。
個
疋
の
都
市
に
於
い
て
は
、
製
本
者
は
極
め
て
強
大

な
る
勢
カ
を
有
し
、
為
め
に
、
彼
等
製
本
者
は
、
本
の
小
売
商

に
対
し
て
、
製
本
し
た
本
を
販
売
す
可
き
権
利
を
妨
げ
る
こ
と

が
出
来
た
の
で
あ
る
。
他
面
に
於
い
て
、
彼
等
は
、
少
く
と
も
、

次
の
こ
と
を
遂
行
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
小
売
商
は
、
か
か

る
仕
事
を
、
即
座
に
製
本
せ
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
経
営
権
を
持
つ
て
ゐ
る
だ
け
で
は
、
た
と
ひ
経
営
権
を
実
行

す
可
き
手
段
が
存
在
せ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
産
業
制
隈
の
時

代
に
於
い
て
も
、
何
等
の
役
に
も
立
た
な
い
の
で
あ
る
。
事
実

上
、
製
本
者
の
書
籍
商
業
は
、
然
し
、
到
る
処
、
小
冊
子
及
ぴ

薪
聞
紙
等
の
傍
ら
、
祈
藤
書
及
び
教
科
書
に
限
ら
れ
て
ゐ
た
の
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で
あ
る
。
而
し
て
、
時
代
が
経
過
す
る
と
共
に
、
彼
等
製
本
者

の
経
営
権
も
亦
、
此
の
事
実
上
の
状
態
に
応
じ
て
、
制
隈
さ
れ

る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
す
で
に
、
ニ
ハ
五
二
年
に
、
ス
ト
ラ

ス
ブ
ル
グ
（
ｏ
ｏ
弓
塁
ぎ
轟
）
の
製
本
者
に
は
、
次
の
こ
と
が
禁

止
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
　
「
粗
野
な
、
或
ひ
は
製
本
さ
れ

た
、
特
に
他
国
の
、
叉
他
の
出
版
本
を
購
入
し
た
り
、
叉
再
び

販
売
し
た
り
す
る
こ
と
」
、
こ
れ
で
あ
る
。
然
し
、
之
と
類
似

の
規
定
は
、
同
じ
世
紀
の
後
半
以
来
、
大
抵
の
都
市
に
於
い
て
、

弘
布
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
一
部
分
は
、
領

主
の
同
業
組
合
組
織
へ
も
亦
、
移
行
し
た
の
で
あ
る
。
暫
ら
く

の
間
は
、
製
本
屋
は
、
其
の
有
す
る
処
の
、
総
て
の
製
本
さ
れ

た
本
の
販
売
に
基
く
権
利
か
ら
、
古
本
屋
を
誘
導
し
て
、
白
已

へ
引
く
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
然
し
、
此
の
商
業
部
門
に

は
、
企
業
家
の
専
門
智
識
と
し
て
、
高
い
要
求
を
置
く
の
で
あ

る
が
、
此
の
要
求
に
は
、
彼
等
は
、
永
い
間
に
は
、
沿
ふ
こ
と

が
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
之
と
同
様
に
、
製
本
家
組
合
に
は
、
次
の
こ
と
が
、
成
功
し

得
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
紙
及
び
文
房
具
類
へ
の
絶
対

弘
へ

、
刈

拙

．
、
外

，
　
孝

泄



権
を
、
此
の
商
品
へ
の
、
万
屋
蔚
の
要
求
に
対
し
て
、
獲
得
す

る
こ
と
が
殆
ど
出
来
な
か
っ
た
。
若
し
、
彼
等
製
本
者
が
、
是

等
の
商
品
の
販
売
権
を
得
た
な
ら
ば
、
彼
等
は
喜
ん
で
之
を
引

受
け
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
彼
等
は
、
是
に
対
し
て
、
彼
等
の
、
生
産
に
関
す
る
権
利
を

保
護
す
る
こ
と
に
於
い
て
は
、
一
層
幸
福
で
あ
っ
た
。
製
本
者

の
徒
弟
を
保
持
す
る
為
め
に
は
、
印
刷
者
及
び
発
行
者
と
の
間

の
争
議
が
、
大
抵
の
都
市
に
於
い
て
は
、
一
七
世
紀
ま
で
継
続

し
、
而
し
て
、
展
寿
、
此
の
争
議
は
、
製
本
者
組
合
の
自
己
補

助
に
よ
っ
て
の
み
、
次
の
方
法
に
依
り
、
解
決
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
即
ち
、
本
の
印
刷
者
叉
は
小
売
人
の
処
で
す
で
に
働
い
て

来
た
徒
弟
を
、
不
正
な
も
の
と
解
釈
し
た
の
で
あ
る
。

　
之
と
同
じ
方
向
に
於
い
て
、
若
干
の
厳
格
性
が
保
た
れ
た
の

で
あ
る
。
其
の
厳
格
性
を
以
っ
て
、
製
本
者
同
業
組
合
は
、
次

の
こ
と
を
主
張
し
、
守
っ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
結
婚
し
た
徒

弟
を
雇
傭
せ
な
い
様
に
す
る
こ
と
、
叉
は
之
に
親
方
の
権
利
を

許
可
せ
な
い
様
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
こ
の
こ
と

は
、
次
に
述
べ
る
事
情
と
は
、
著
し
い
対
照
を
成
す
の
で
あ
る
。
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淡
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即
ち
、
本
を
平
均
に
す
る
こ
と
、
紙
を
折
る
こ
と
、
綴
ぢ
る
こ

と
等
、
凡
そ
是
等
の
従
属
的
な
補
助
業
に
対
す
る
、
婦
人
の
労

働
は
、
以
前
か
ら
、
製
本
者
の
仕
事
場
に
於
い
て
は
、
甘
受
さ

れ
た
様
で
あ
る
。
勿
論
、
普
通
の
場
合
に
は
、
次
の
程
度
で
止

め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
親
方
の
妻
、
娘
及
び
女
児
が
、

此
の
際
、
そ
の
仕
事
に
当
っ
た
の
で
あ
る
。
尚
ほ
一
七
四
四
年

に
於
い
て
は
、
此
の
事
情
は
、
次
に
引
用
す
る
事
柄
が
示
す
通

り
、
極
め
て
普
通
の
事
と
な
っ
て
来
た
様
で
あ
る
。
即
ち
、
牧

師
が
、
彼
の
「
製
本
者
及
び
ケ
ー
ス
製
造
者
に
於
い
て
、
次
の

事
を
、
一
人
の
よ
い
製
本
者
に
対
し
て
、
一
の
幸
福
と
し
て
示

し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
人
の
夫
人
を
持
っ
て
居
る
こ

と
、
此
の
夫
人
が
、
天
の
為
め
に
、
手
工
業
の
補
助
を
以
っ
て
、

取
り
蟄
ら
ん
と
欲
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
好
ん
で
、
紡
ぐ
こ
と

を
待
機
し
て
ゐ
る
。
」
（
Ｚ
守
亭
・
お
９
穿
季
§
｝
一
畠
く
昌
…
｝

〔
＞
、
一
二
・
。
〕
一
＞
婁
享
弩
Ｏ
乙
…
轟
・
昌
§
Ｐ
宝
．
８
ぎ

＞
昌
匡
く
×
－
×
一
〇
〇
一
塞
．
）
。

　
か
く
し
て
、
製
本
者
は
、
そ
の
本
来
の
仕
事
の
領
域
に
於
い

て
は
、
同
業
組
合
の
立
法
に
よ
っ
て
比
較
的
確
実
な
限
界
に
迄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
一
（
二
二
）
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到
達
し
て
ゐ
た
な
ら
ば
、
彼
等
製
本
者
は
、
容
器
の
製
作
、
小

形
の
皮
革
製
品
、
絵
画
の
額
縁
等
の
副
業
の
領
域
の
上
で
、
本

来
の
禁
止
権
を
獲
得
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
尤
も
、

是
等
の
副
業
面
に
於
い
て
は
、
何
等
製
本
者
は
、
以
前
か
ら
、

他
の
手
工
業
者
と
共
に
競
争
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
、

徒
等
製
本
者
は
、
是
等
の
領
域
を
、
夫
序
の
工
業
と
共
に
、
累

積
的
に
所
有
し
た
の
で
あ
っ
た
。
唯
、
容
器
の
製
造
に
於
い
て

の
今
評
言
す
れ
ば
、
此
の
事
業
が
、
む
し
ろ
、
板
紙
の
仕
事

に
な
っ
た
程
度
に
於
い
て
、
絶
対
的
権
利
の
一
種
が
形
成
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
此
の
権
利
は
、
他
の
、
よ
り
古
い
手
．

工
業
の
何
者
と
難
も
、
此
の
仕
事
に
対
し
て
、
要
求
す
可
き
権

利
を
持
た
な
か
っ
た
の
で
、
愈
疋
容
易
に
根
を
下
す
こ
と
が
出

来
た
の
で
あ
る
。

　
全
体
と
し
て
概
観
す
れ
ば
、
次
の
事
が
強
調
さ
れ
ね
ば
な
ら

ぬ
。
即
ち
、
製
本
者
に
あ
つ
て
は
、
彼
等
の
手
工
業
が
、
其
の

起
源
が
比
較
的
若
い
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
同
業
組
合
の
結
合
は

夙
に
特
別
な
強
固
性
を
体
験
し
・
而
し
て
・
見
の
も
の
に
就

い
て
見
れ
ば
、
独
得
の
完
成
を
体
験
し
た
の
で
あ
る
。
す
で
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
二
　
（
一
二
二
）

ニ
ハ
世
紀
に
於
い
て
、
次
の
様
な
現
象
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

即
ち
、
そ
の
同
業
組
合
は
、
一
の
形
式
的
な
原
料
協
同
組
合
、

信
用
協
同
組
合
及
び
消
費
協
同
組
合
等
を
形
成
し
て
ゐ
た
の
で

あ
る
。
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
（
軍
竃
斤
罰
６
　
の
親
方
は
、
　
一
五

八
九
年
に
、
四
遇
間
毎
に
各
九
パ
ニ
ヒ
を
、
皮
革
及
び
板
を
協

同
し
て
、
購
入
す
る
為
め
に
、
書
籍
箱
へ
入
れ
た
と
云
ふ
記
録
が

残
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
　
（
享
彗
庁
～
ま
９
宙
暮
亭
｛
己
實
”

○
己
員
巨
目
需
員
ｏ
ｏ
．
も
一
９
）
。
　
ニ
ユ
ー
ル
ン
ベ
ル
グ
（
オ
一
、
目
．

牙
お
）
に
於
い
て
は
、
其
の
土
地
の
親
方
連
は
、
ニ
ハ
九
一
年

に
・
次
の
ガ
法
に
よ
り
・
尚
ほ
一
歩
を
進
め
た
の
で
あ
る
。
即

ち
、
そ
の
地
の
親
方
の
連
申
は
、
個
寿
の
人
友
が
、
彼
等
の
店

に
於
い
て
売
り
拡
め
て
ゐ
た
処
の
普
通
新
聞
を
、
総
て
の
人
に

対
し
て
、
そ
の
全
体
の
手
工
業
を
通
し
て
、
関
係
せ
し
め
る
こ

と
を
決
議
し
た
の
で
あ
る
。
　
（
ぎ
竃
冒
・
；
９
ま
目
お
、
。
昌
員

司
ｏ
げ
『
竈
胃
５
り
－
〔
Ｎ
峯
庁
ｏ
チ
ｏ
目
＞
ミ
．
轟
冒
．
；
）
。

　
か
く
見
来
れ
ば
、
す
で
に
、
極
め
て
早
い
時
代
に
、
鞠
近
の

協
同
体
制
度
の
本
質
的
要
素
が
見
出
さ
れ
る
訳
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
は
、
大
部
分
、
次
の
こ
と
か
ら
も
説
明
さ
れ
る
の
で
あ
る
。



即
ち
、
製
本
者
の
平
均
の
教
養
程
度
は
、
大
抵
の
、
他
の
都
市

の
手
工
業
者
の
そ
れ
を
凌
駕
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
然
し
、
彼

等
の
申
に
は
、
展
友
次
の
様
な
人
友
も
、
可
な
り
多
数
混
っ
て

ゐ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
当
時
の
羅
典
語
学
校
に
通
学
し
て

ゐ
た
処
の
、
貧
し
い
学
生
で
あ
っ
た
が
、
又
展
々
、
是
等
の
学

生
と
は
反
対
に
、
富
裕
な
愛
書
家
、
学
者
等
も
あ
つ
て
、
是
等

の
人
々
は
、
製
本
の
技
術
を
、
自
家
の
需
要
の
為
め
に
、
学
び

且
つ
練
習
し
た
の
で
あ
っ
た
。
然
し
、
大
都
市
及
び
大
学
の
所

在
地
に
於
い
て
の
み
、
正
し
き
組
合
生
活
が
行
は
れ
、
是
等
の

都
市
に
あ
っ
て
は
、
製
本
者
は
、
印
刷
者
及
び
本
の
小
売
商
の

如
く
に
、
大
学
の
一
統
に
加
算
さ
れ
、
而
し
て
、
大
学
総
長
の

監
督
の
下
に
、
学
間
上
の
裁
判
権
に
下
属
せ
し
め
ら
れ
た
の
で

あ
る
。
而
し
て
、
親
方
と
徒
弟
と
は
、
此
の
特
権
を
、
極
め
て

明
確
に
意
識
し
て
居
た
の
で
あ
る
。
彼
等
は
、
同
業
組
合
の
権

利
の
保
護
が
問
題
と
な
っ
て
居
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
組
合
の

名
前
を
拒
絶
し
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
相
互
の
間
に
、
唯
、

「
芸
術
を
愛
す
る
杜
団
」
を
云
々
し
た
の
み
で
あ
っ
た
。
是
等

の
事
情
が
あ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
時
と
共
に
、
同
業
組
合
の
組

　
　
　
工
業
史
の
一
断
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（
下
）
　
（
淡
川
）

織
は
叉
他
の
小
都
市
へ
も
拡
大
、
分
布
す
る
に
至
り
、
而
し
て
、

一
八
世
紀
の
終
り
に
は
、
独
逸
の
全
般
に
至
り
、
組
合
に
属
せ

な
い
製
本
者
は
一
人
も
居
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

次
の
方
法
に
よ
り
、
達
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
一
の
独

白
の
組
合
を
持
た
な
か
っ
た
処
の
、
総
て
の
都
市
の
親
方
は
、

近
隣
の
、
よ
り
大
な
る
都
市
の
組
合
の
集
会
に
際
し
て
、
併
合

せ
し
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
一
七
四
四
年
か
ら
一

八
二
〇
年
迄
の
間
に
於
い
て
、
四
十
三
の
都
市
及
び
換
太
利
の

各
地
の
王
領
地
に
於
け
る
市
場
所
在
地
の
、
六
十
七
以
上
の
製

本
者
は
、
維
納
の
製
本
者
組
合
に
際
し
て
、
合
一
さ
れ
る
に
至

っ
た
の
で
あ
る
。
ヴ
ユ
ル
テ
ム
ベ
ル
グ
（
考
亭
箒
冒
訂
轟
）
の

全
市
に
於
い
て
は
、
当
時
、
ス
ツ
ッ
ト
ガ
ル
ト
（
○
ｏ
昌
暮
電
三

に
あ
っ
て
、
唯
一
の
組
合
集
会
が
あ
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、

此
の
集
会
に
あ
っ
て
は
、
地
方
の
総
て
の
親
方
は
、
勿
論
、
亘

額
の
手
数
料
を
支
払
ふ
こ
と
な
し
に
、
白
已
及
び
そ
の
徒
弟
を

登
記
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。

　
正
に
製
本
者
に
あ
っ
て
、
著
し
い
強
固
性
に
ま
で
発
展
し
た

の
は
、
徒
弟
の
組
織
で
あ
っ
て
、
之
が
、
此
の
不
思
議
を
、
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
三
（
二
一
三
）
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辺
の
干
渉
な
し
に
遂
行
し
て
来
た
の
で
あ
る
。
そ
の
元
来
の
施

設
に
於
い
て
は
、
此
の
組
織
は
、
た
し
か
に
ニ
ハ
世
紀
以
来
、

大
抵
の
、
古
い
組
合
手
工
業
者
に
あ
っ
て
、
生
じ
た
処
の
徒
弟

兄
弟
社
会
の
制
度
に
遡
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
此
の
組
織

は
、
然
し
、
本
の
印
刷
者
に
於
け
る
徒
弟
組
織
に
於
け
る
と
同

様
に
・
独
逸
の
学
生
気
質
の
習
慣
か
ら
、
．
多
く
の
も
の
を
伝
承

す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
特
に
誕
言
（
寄
託
）
す
る
こ
と
叉

は
試
験
す
る
こ
と
、
即
ち
、
あ
ら
ゆ
る
馬
鹿
気
た
風
習
、
特
に

不
仁
な
る
愚
弄
す
る
こ
と
と
結
合
す
る
、
組
合
へ
の
収
容
は
、

そ
の
著
例
で
あ
る
。
此
の
収
容
に
は
、
単
に
都
市
で
免
状
を
許

可
さ
れ
た
紅
弟
の
み
な
ら
ず
、
．
総
て
の
、
何
等
組
合
の
集
会
の

成
立
せ
な
か
っ
た
処
の
都
市
で
学
ぴ
叉
は
働
い
た
徒
弟
が
服
さ

ね
ぱ
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
試
験
さ
れ
な
か
っ

た
徒
弟
は
、
大
抵
の
都
市
に
於
い
て
は
、
作
業
へ
傭
は
れ
る
こ

と
が
出
来
な
か
っ
た
。
彼
の
徒
弟
組
織
は
、
そ
れ
自
体
、
可
な

り
進
ん
だ
処
の
裁
判
権
を
要
求
し
た
が
、
此
の
権
利
に
は
、
若

干
の
場
合
に
は
、
親
方
自
身
が
服
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
此
の
組
織
は
、
彼
等
の
法
律
に
服
さ
な
か
っ
た
処
の
各

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
一
二
四
（
一
二
四
）

人
を
、
悪
評
を
以
っ
て
追
放
し
、
更
ら
に
移
動
者
に
も
共
に
通

告
を
発
し
て
、
違
反
者
が
滞
在
す
る
か
も
知
れ
ぬ
場
処
に
於
い

て
も
、
之
を
禁
止
し
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
是
等
の
制
度
は
、

単
に
親
方
に
１
よ
っ
て
促
進
さ
れ
た
の
み
な
ら
ず
、
更
ら
に
、
長

期
に
亘
り
、
官
辺
の
認
可
を
獲
得
し
た
の
で
あ
っ
た
。
一
七
三

一
年
の
国
家
決
定
す
ら
も
、
そ
れ
を
、
殆
ど
変
更
す
る
に
至
ら

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
大
抵
の
、
大
な
る
都
市
に
於
い
て
は
、

徒
弟
組
織
は
、
ひ
そ
か
に
、
叉
は
公
然
と
、
一
九
世
紀
ま
で
維

持
さ
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。

　
総
て
の
、
同
業
組
合
な
ら
ざ
る
作
業
を
除
か
ん
と
す
る
努
カ

に
於
い
て
、
親
方
と
徒
弟
と
は
一
致
団
結
し
、
而
し
て
、
彼
等

は
、
製
本
者
に
あ
っ
て
独
特
に
組
織
さ
れ
た
処
の
宿
泊
制
度
、

疾
病
保
険
、
巡
行
保
持
、
而
し
て
、
労
働
指
示
の
領
域
上
に
於

い
て
も
亦
、
共
同
的
活
動
の
一
分
野
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。

此
の
分
野
は
、
彼
等
に
あ
っ
て
は
、
よ
り
狭
く
且
つ
よ
り
永
続

的
の
系
統
を
創
造
し
た
の
た
の
で
あ
る
。
此
の
碩
向
は
、
大
抵

の
、
他
の
手
工
業
者
の
間
に
あ
っ
て
、
同
業
組
合
制
度
排
除
前

の
最
近
に
於
い
て
見
出
さ
れ
た
も
の
に
比
較
し
て
、
一
層
顕
著

い恥札
一
。

ポ
、



で
あ
る
。
吾
人
は
、
此
の
都
市
に
あ
っ
て
は
、
よ
り
詳
細
に
立

入
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
然
し
、
次
の
こ
と
は
、
強
調
さ
れ

ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
即
ち
、
親
方
聯
合
及
び
徒
弟
聯
合
は
、

到
る
処
、
可
な
り
大
な
る
都
市
に
於
い
て
は
、
す
で
に
、
第
一

八
世
紀
に
於
い
て
、
色
表
の
金
庫
制
度
に
よ
っ
て
、
彼
等
の
困

窮
に
悩
む
組
合
員
の
保
持
を
確
保
し
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ

と
は
、
他
の
工
業
に
あ
っ
て
は
、
殆
ど
見
出
さ
れ
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

　
勿
論
、
此
の
施
設
は
、
次
の
こ
と
を
妨
げ
る
こ
と
が
串
来
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
時
代
が
た
つ
と
共
に
、
製
本
者
工

業
は
、
技
循
的
に
も
、
又
経
済
的
に
も
、
退
歩
し
た
の
で
あ
る
。

一
七
七
五
年
に
、
ベ
ル
ギ
ウ
ス
（
黒
『
阻
易
）
は
、
次
の
如
く
記

迷
し
て
ゐ
る
、
　
「
此
の
手
工
業
は
、
単
に
大
な
る
、
而
し
て
、

中
位
大
な
る
都
市
へ
は
属
せ
ず
し
て
、
む
し
ろ
、
次
の
様
な
都

市
に
属
す
る
。
即
ち
、
地
方
の
本
山
、
大
学
及
び
他
の
高
等
学

校
、
従
っ
て
多
く
の
学
者
が
居
住
す
る
都
市
、
こ
れ
で
あ
る
。

而
し
て
、
其
の
手
工
業
は
、
田
舎
、
村
落
、
ハ
市
場
町
、
叉
は

小
さ
い
農
業
都
市
は
帰
属
せ
な
い
の
で
あ
る
。
」
　
か
か
る
事
情

　
　
　
工
業
史
の
一
断
片
（
下
）
（
淡
川
）

あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
第
一
八
世
紀
に
、
多
数
の
製
本
屋
が
小
さ

い
都
市
に
定
住
し
て
了
っ
た
の
で
あ
る
。
然
し
、
彼
等
は
、
此

処
で
、
そ
の
生
活
の
資
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
而
し
て
、
正
に
、
同
業
組
合
の
制
約
が
、
此
の
こ
と
を

恵
与
し
た
の
で
あ
る
。
存
在
し
た
処
の
、
僅
か
の
製
本
者
組
合

は
、
正
に
財
源
の
為
め
に
、
合
併
し
た
の
で
あ
る
。
若
し
、
柑

哩
毎
に
隔
て
る
市
場
町
叉
は
小
都
市
に
於
い
て
、
彼
の
職
業
に

よ
っ
て
生
活
し
得
な
か
っ
た
処
の
、
一
人
の
親
方
が
定
住
し
た

な
ら
ば
、
こ
の
こ
と
は
、
彼
等
に
と
っ
て
、
何
が
責
任
が
あ
る

か
。
固
有
の
都
市
に
於
て
は
、
製
本
者
の
同
業
組
合
は
、
親
方

の
子
供
、
親
方
の
婿
を
恵
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
商
杜
の
株
の
価

格
た
る
、
高
い
購
入
金
を
基
と
し
て
、
此
処
、
彼
処
で
、
同
業

組
合
を
諦
結
し
、
各
分
業
ｅ
進
出
を
妨
げ
た
の
で
さ
る
。
（
・
胴
一
．

軍
竃
電
冒
３
『
国
；
サ
す
９
｛
ｏ
Ｈ
Ｈ
Ｏ
＆
目
；
自
ｏ
ｑ
昌
ｂ
一
量
言
）
。
フ
ラ
ン
フ

ル
ト
（
事
竃
庁
罰
３
の
製
本
者
の
同
業
組
合
へ
は
、
例
之
、

一
八
三
四
年
か
ら
一
八
六
三
年
糾
の
間
に
於
い
て
、
唯
七
人
の

外
来
者
が
五
一
の
親
し
い
親
方
の
下
で
、
加
入
を
許
可
さ
れ
た

の
で
あ
る
が
、
何
れ
も
、
親
方
の
従
兄
叉
は
娘
と
緒
婚
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
五
（
一
二
五
）

’
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－
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と
を
、
其
の
条
件
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
大
都
市
に
於
け
る
同
種
結
婚
は
、
必
然
的
に
、
小
さ
い
、
農

業
小
都
市
に
於
け
る
仕
事
場
の
建
設
を
、
自
已
へ
吸
引
す
る
結

果
と
な
る
。
是
は
、
小
都
市
に
於
い
て
、
仕
事
場
を
建
設
す
る

こ
と
を
拒
絶
さ
れ
た
徒
弟
の
側
か
ら
起
っ
た
の
で
あ
る
。
而
し

て
、
か
か
る
状
態
は
、
更
ら
に
、
製
本
の
技
術
に
対
し
て
、
憂

ふ
可
き
結
果
を
も
た
ら
す
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
昔
の
製
本
術

は
、
困
難
な
、
而
し
て
、
極
め
て
種
類
の
多
い
手
仕
事
の
多
量

を
必
要
と
し
た
の
で
あ
る
。
打
石
、
圧
縮
、
切
断
鉋
、
是
等
は

何
れ
も
著
し
い
体
力
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
更
ら
に
、

是
等
ｏ
作
業
と
並
ん
で
、
綴
ぢ
る
こ
と
、
叉
は
金
を
入
れ
る
様

な
、
軽
易
な
、
而
し
て
、
堪
能
な
手
を
要
す
る
の
で
あ
る
。
殆

ど
各
々
の
、
個
々
の
巻
は
、
之
を
個
別
的
に
取
扱
ふ
こ
と
が
好

ま
れ
た
の
で
あ
る
。
伏
阿
麗
な
、
入
念
の
趣
味
深
き
仕
事
を
為
す

た
め
に
は
、
規
則
的
の
、
余
り
に
も
等
し
か
ら
ざ
る
仕
事
が
、

必
要
で
あ
っ
た
。
然
し
、
大
抵
の
都
市
に
於
い
て
は
、
如
何
な

る
製
本
者
と
雅
も
、
製
本
だ
け
で
は
、
生
活
す
る
こ
と
が
出
来

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
よ
り
よ
き
製
本
は
、
多
く
の
人
々
に
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
六
（
二
一
六
）

っ
て
は
、
唯
稀
に
の
み
、
そ
の
手
に
落
ち
の
で
あ
る
。
か
く
し

て
、
手
工
業
の
堪
能
性
は
、
時
代
が
経
過
す
る
と
共
に
、
徒
弟

と
し
て
、
比
較
的
よ
い
も
の
を
提
供
し
た
様
な
人
兵
に
と
っ
て

は
、
失
は
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
か
か

る
仕
事
場
に
於
い
て
、
完
成
さ
れ
た
徒
弟
か
ら
は
、
何
が
期
待

さ
れ
得
た
か
。
　
ニ
ハ
ニ
六
年
、
ヴ
ユ
ル
ツ
ブ
ル
グ
（
ミ
葦
Ｎ
．

～
肩
）
の
宮
廷
本
印
刷
者
の
チ
ン
ク
（
Ｎ
巨
庁
）
が
、
次
の
如
き

表
現
、
　
「
そ
こ
の
製
本
者
手
工
業
に
於
い
て
は
、
一
人
半
よ
↓
、

よ
り
多
く
の
親
万
は
居
ら
ぬ
。
他
の
人
々
は
、
何
も
知
ら
な
い
の

で
あ
る
。
而
し
て
、
一
冊
の
本
も
、
正
し
く
製
本
す
る
こ
と
が

出
来
な
か
っ
た
」
を
行
っ
て
ゐ
る
か
、
こ
の
こ
と
は
、
元
来
、

最
近
ま
で
、
そ
の
正
当
性
を
、
手
工
業
に
よ
る
製
本
術
の
大
部

分
に
対
し
て
持
つ
の
で
あ
る
。
尚
ほ
、
十
九
世
紀
の
中
頃
に
於

い
て
、
技
術
的
に
見
て
批
難
の
な
い
処
の
、
趣
味
深
き
製
本
は
、

唯
、
大
学
都
市
、
官
庁
都
市
及
び
大
般
の
主
要
所
在
地
に
あ
っ

て
の
み
、
之
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
是
等
の
都
市

に
於
い
て
は
、
常
に
有
能
者
親
方
の
一
系
統
が
保
存
さ
れ
て
ゐ

た
の
で
あ
る
。
是
等
の
親
方
に
は
、
当
時
盛
行
し
た
処
の
顧
客

’



仕
事
が
、
充
分
の
多
万
面
性
と
高
度
の
技
術
的
能
カ
を
確
保
し

た
の
で
あ
る
。
是
等
の
こ
と
は
、
次
の
事
実
を
思
ひ
浮
べ
る
な

ら
ば
、
充
分
了
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
親

方
の
学
校
か
ら
出
た
処
の
労
働
者
は
、
好
ん
で
巴
里
叉
は
倫
敦

に
於
い
て
、
そ
の
カ
量
を
試
み
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
是
等

の
都
会
に
於
い
て
、
一
部
の
人
々
は
、
彼
等
が
独
逸
の
小
都
市

に
於
い
て
、
萎
縮
状
態
に
あ
っ
た
よ
り
も
、
む
し
ろ
好
ん
で
、

開
拓
的
に
働
ら
い
た
の
で
あ
る
。
（
皇
・
費
ｏ
、
す
８
斤
９
冒
ま
轟

－
◎
目
｛
◎
目
一
冨
お
一
）
。

　
若
し
、
技
術
的
に
見
て
、
製
本
術
が
、
三
個
の
世
紀
に
於
い

て
、
殆
ん
ど
進
歩
せ
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
叉
製
本
術
か
、
芸
術

的
に
見
て
、
此
の
時
に
於
い
て
、
拒
絶
す
可
く
も
な
く
、
退
歩

し
た
な
ら
ば
、
こ
の
こ
と
は
、
本
質
的
に
は
、
其
の
退
歩
的
の

経
営
方
法
に
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
此
の
経
営
方
法
は
、
元
来
、

尚
ほ
賃
仕
事
と
し
て
、
特
徴
付
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
蓋
し
、

手
工
業
が
そ
の
技
術
を
働
か
す
処
の
半
製
品
は
註
文
者
か
ら
提

供
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
ぬ
。
而
し
て
、
親
方
の
、
全
体
の
資
本
施
設

は
、
皮
革
、
原
紙
、
色
紙
、
金
箔
等
の
附
属
品
の
上
に
の
み
、

　
　
　
工
業
史
の
一
断
片
（
下
）
　
（
淡
川
）

及
ぶ
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
勿
論
、
又
次
の
様
な
出
版
者
も

あ
っ
た
。
即
ち
、
そ
れ
は
部
分
商
品
を
製
本
せ
し
め
た
人
疋
で

あ
る
が
、
然
し
、
こ
の
様
な
出
版
者
は
余
り
に
も
個
々
的
に
存

在
し
て
ゐ
た
為
め
に
、
彼
等
の
需
要
だ
け
で
は
、
完
全
な
制
度

が
適
合
さ
れ
て
ゐ
な
か
つ
た
で
あ
ろ
う
。
而
し
て
、
一
九
世
紀

の
第
五
〇
年
迄
は
、
此
の
実
際
は
、
唯
教
科
書
、
讃
美
歌
、
祈

藤
書
類
上
に
の
み
拡
大
し
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
是

等
の
も
の
に
於
い
て
は
、
次
の
こ
と
が
、
製
本
者
に
ポ
亦
、
可

能
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
そ
れ
は
彼
等
が
賃
仕
事
者
と
し
て
登
場

す
る
こ
と
で
あ
り
、
彼
等
は
此
の
本
の
部
分
を
割
引
を
以
っ
て

買
ひ
入
れ
、
是
を
製
本
し
、
而
し
て
個
々
に
是
等
を
販
売
し
た

の
で
あ
る
。

　
漸
く
出
版
者
が
、
文
芸
的
な
、
叉
通
俗
科
学
上
の
性
質
の
作

品
の
全
体
の
出
版
物
を
製
本
し
、
市
場
へ
も
た
ら
す
こ
と
に
移

行
し
た
と
き
に
、
製
本
術
の
一
発
展
へ
の
可
能
性
が
、
与
え
ら

れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
対
す
る
条
件
は
、
安
価
な
、
而

し
て
同
時
に
目
に
つ
き
易
い
、
而
か
も
耐
久
カ
あ
る
製
本
を
す

る
こ
と
で
あ
つ
た
。
此
の
目
的
を
達
す
る
手
段
は
、
更
紗
の
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
七
（
一
二
七
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
涛
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明
で
あ
り
、
是
は
次
の
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。

即
ち
、
殆
ど
耐
久
力
の
な
い
厚
紙
製
本
と
無
器
用
な
仮
綴
本

の
代
り
に
、
金
の
ク
ロ
ー
ス
綴
り
か
、
初
め
て
廿
年
代
に
、
ラ

イ
ト
ン
（
５
骨
軍
ｇ
）
に
依
り
応
用
さ
れ
、
完
成
さ
れ
た
処
の

英
国
か
ら
、
独
逸
へ
来
り
、
而
し
て
、
此
処
で
、
四
十
年
代
の

申
頃
か
ら
、
製
本
技
術
に
於
け
る
、
真
の
革
命
を
惹
起
し
た
の

で
あ
る
。
大
量
製
品
の
、
安
値
な
製
造
に
。
よ
っ
て
、
材
料
の
高

い
原
価
が
、
今
や
遮
げ
に
な
ら
な
か
っ
た
現
代
、
直
ち
に
次
の

様
な
方
法
が
発
庄
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
製
本
者
の
労
働

過
程
を
、
順
序
に
機
械
に
か
け
る
こ
と
、
こ
れ
で
あ
る
。
永
い

間
忘
れ
て
ゐ
た
処
の
原
紙
刻
印
と
金
圧
と
が
、
再
び
採
用
さ
れ

た
。
而
し
て
、
今
日
、
吾
人
は
、
機
械
的
な
大
製
本
業
が
、
機

械
の
多
く
の
肢
分
さ
れ
た
処
の
施
設
で
生
産
し
て
ゐ
る
の
を
、

見
受
け
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
手
工
業
に
は
、
殆
ど
余
す
処

な
き
も
の
で
あ
り
、
而
し
て
、
同
時
に
、
手
工
業
は
、
極
め
て

簡
単
な
労
働
へ
分
肢
さ
れ
、
為
め
に
、
手
工
業
は
、
大
部
分
、

学
ば
ざ
る
、
而
し
て
、
婦
人
の
補
助
カ
に
委
ね
ら
れ
得
る
に
至

つ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
八
（
一
二
八
）

機
械
的
準
備
の
完
成
は
、
時
代
が
た
つ
と
共
に
、
極
め
て
高

い
程
度
に
到
達
す
る
に
至
り
、
為
め
に
、
よ
り
安
値
な
材
料
を

使
用
す
る
こ
と
が
、
爾
後
の
生
産
費
の
転
滅
に
対
し
て
、
も
は

や
、
何
等
著
し
い
役
目
を
果
さ
ぬ
様
に
な
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。

今
日
、
金
且
ハ
、
皮
革
、
及
び
半
皮
革
等
に
依
名
装
飾
は
、
機
械

的
経
営
に
於
て
、
製
造
さ
れ
、
是
は
、
単
な
る
手
工
業
に
依

つ
て
は
可
能
で
な
い
処
の
、
繊
細
、
堅
牢
及
び
芸
術
的
完
成
の

見
地
よ
り
、
言
い
得
る
の
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
工
場
工
業
が
一

度
は
経
過
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
処
の
粗
製
濫
造
の
幼
年
時
代
は
「
蒸

汽
製
本
」
に
よ
っ
て
、
久
し
き
以
来
、
す
で
に
、
克
服
さ
れ
る

に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
勿
論
、
蒸
汽
製
本
業
は
、
大
量
生
産
に

対
し
て
の
み
、
応
用
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
か
ら
、
従
っ
て
、
大

な
る
販
売
が
確
保
さ
れ
て
ゐ
る
処
の
工
場
に
対
し
て
の
み
、
行

は
れ
る
の
で
あ
る
。
而
か
も
、
此
の
製
法
は
、
次
の
様
な
本
に

対
し
て
の
み
、
用
ひ
ら
れ
の
で
あ
る
。
そ
れ
等
の
本
は
、
出
版

者
に
よ
っ
て
、
紙
の
包
装
に
於
い
て
綴
ら
れ
て
、
流
通
市
場
へ

送
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
、
唯
個
別
的
に
、
購
買
者
に
よ

っ
て
、
製
本
の
目
的
を
以
っ
て
、
与
え
ら
れ
る
。
か
か
る
本
に

．
一

，
二

　
’

差
一
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．



と
っ
て
は
、
手
工
莱
の
経
営
は
、
維
持
さ
れ
て
来
、
而
し
て
、

将
来
に
於
い
て
も
亦
、
維
持
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
蓋
し
、
継
続

し
て
、
此
の
場
合
に
は
、
各
個
の
巻
の
、
個
人
的
の
取
扱
ひ
が
、

依
然
と
し
て
、
必
要
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
工
場
制
の
大
経
営
が
、
手
工
業
の
小
経
営
に
対
す
る
関
係
は
、

皿
ど
製
本
業
に
於
い
て
、
独
特
な
も
の
が
あ
る
。
両
者
が
相
互

に
競
争
す
る
こ
と
は
、
元
釆
、
次
の
こ
と
を
云
は
し
め
な
い
の

で
あ
る
。
即
ち
、
彼
等
の
顧
客
層
は
、
す
で
に
、
元
来
、
全
然

異
れ
る
層
で
あ
る
。
大
規
模
の
製
本
業
は
、
唯
、
大
量
生
産
と

し
て
の
み
、
利
益
を
挙
げ
て
居
り
、
是
は
、
此
の
こ
と
に
よ
っ

て
の
み
、
出
版
業
及
び
印
刷
業
の
補
助
工
業
と
な
る
の
で
あ
る
。

而
し
て
、
最
近
六
十
年
の
間
に
、
書
籍
の
小
売
取
次
店
の
施
設

及
び
其
の
分
布
に
依
っ
て
、
一
の
著
し
い
促
進
を
体
験
す
る
に

至
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
他
面
に
於
い
て
、
書
籍
の
、

此
の
形
態
を
、
初
め
て
可
能
に
、
且
つ
収
益
的
に
し
た
の
で
あ

る
。
彼
等
の
註
文
者
は
、
新
ら
し
い
出
版
物
に
対
し
て
、
部
分

製
本
を
要
求
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
織
物
師
が
染

色
者
に
対
す
る
と
同
様
の
関
係
で
あ
る
。
然
し
、
若
し
、
山
…
履
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経
営
が
、
大
き
く
、
且
印
刷
業
を
附
属
さ
す
程
充
分
に
多
面
的

と
な
る
に
至
れ
ば
、
是
は
、
印
刷
業
に
対
し
て
、
や
が
て
、
機
械

的
製
本
業
に
向
っ
て
の
階
制
度
を
継
が
し
め
る
で
あ
ろ
う
。
経

営
集
中
の
、
此
の
種
類
が
更
ら
に
進
行
す
る
と
、
多
分
、
将
来
、

次
の
様
な
状
態
が
発
生
す
る
。
即
ち
、
是
に
あ
っ
て
は
、
僅
か

に
、
大
な
る
出
版
企
業
の
総
て
が
、
印
刷
処
、
製
本
処
、
活
字

鋳
造
処
、
木
彫
処
等
を
結
合
し
て
、
国
民
の
、
本
の
需
要
を
充

足
し
、
而
し
て
、
独
立
の
、
大
な
る
製
本
業
に
と
っ
て
は
、
死

の
宣
告
が
下
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
時
寿
、
独
立
の
大
製
本
業
は
、
当
時
総
て
の
、
大
な
る
出
版

処
に
存
在
し
、
而
し
て
、
是
と
並
ん
で
、
多
く
の
場
処
に
分
布

す
る
、
．
手
工
業
の
小
製
本
業
に
、
其
の
存
在
を
許
す
の
で
あ
る
。

此
の
小
製
本
業
は
、
個
火
の
製
本
を
、
消
費
者
の
註
文
に
依
っ

て
作
り
、
か
く
し
て
、
一
般
に
は
、
ボ
ー
ル
箱
の
、
商
業
の
多

く
の
形
ち
の
も
の
を
、
結
合
す
る
の
で
あ
る
。
是
等
の
顧
客
経

営
の
生
産
費
は
、
最
近
数
十
年
の
間
に
、
非
常
に
増
大
す
。
る
に

至
っ
た
の
で
あ
る
。
為
め
に
、
製
本
価
格
は
、
需
要
を
制
隈
し

初
め
つ
つ
あ
る
。
他
面
に
於
い
て
、
出
版
者
は
、
製
本
と
仮
綴
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本
と
の
中
間
の
も
の
と
も
見
る
可
き
、
安
値
な
本
固
め
を
作
る

こ
と
に
。
よ
っ
て
、
消
費
者
に
、
製
本
せ
し
め
る
費
用
を
節
約
し
、

而
し
て
、
白
已
の
販
路
を
拡
張
す
る
こ
と
を
、
試
み
つ
つ
あ
る
。

か
く
見
来
れ
ば
、
次
の
如
く
論
断
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
で
あ

ろ
う
。
即
ち
、
古
の
製
本
者
手
工
業
に
つ
い
て
残
留
す
る
に
至

っ
た
も
の
が
、
更
ら
に
進
行
す
る
分
裂
に
反
対
し
て
、
確
保
さ

れ
る
様
に
見
え
、
叉
は
、
そ
の
生
産
領
域
上
の
、
更
ら
に
一
層

の
発
展
の
見
込
み
を
持
ち
得
る
こ
と
、
之
れ
で
あ
る
。
そ
の
伝

統
的
の
手
工
業
経
営
に
加
え
て
生
じ
た
の
は
、
レ
ク
ラ
ム
の
大

衆
文
庫
に
見
る
如
き
、
安
値
な
大
量
商
品
に
の
み
限
定
さ
れ
、

薪
ら
し
い
生
存
力
の
源
泉
と
し
て
は
、
殆
ど
見
傲
さ
れ
得
な
い

で
あ
ろ
う
。

　
勿
論
、
最
近
数
十
年
の
間
に
は
、
小
経
営
も
亦
、
本
質
的
の

諸
点
に
於
い
て
、
変
化
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
小
経
営
は
、

若
干
の
、
多
く
使
用
さ
れ
た
処
の
補
助
機
能
を
使
用
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
槌
や
、
人
間
の
手
の
裁
紙
刀
を
持
っ
て
す
る
処
の

重
労
働
を
、
減
ず
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
手
で
金

を
押
す
こ
と
も
、
愈
表
多
く
、
圧
金
に
代
り
つ
つ
あ
る
。
是
は
、
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す
で
に
、
大
都
市
に
於
い
て
、
補
助
工
業
に
ま
で
発
展
す
る
に

至
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
金
載
面
に
就
い
て
も
該
当

し
、
而
し
て
、
将
来
に
於
い
て
は
、
大
理
石
の
切
断
部
の
生
産

に
就
い
て
も
、
叉
該
当
す
る
で
あ
ろ
う
。
次
の
こ
と
は
、
疑
を

容
れ
ぬ
処
で
あ
る
。
即
ち
、
小
親
方
の
個
人
的
堪
能
性
が
、
最

も
容
易
に
欠
点
を
示
す
個
処
に
、
生
産
分
割
を
採
用
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
小
経
営
は
、
一
層
能
動
的
と
な
る
に
至
っ
た
の
で

あ
る
。
叉
、
よ
り
生
活
能
カ
が
あ
る
か
、
否
か
の
問
題
は
、
経

験
の
み
が
、
之
を
教
え
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

　
一
般
に
、
上
述
の
こ
と
は
、
印
刷
さ
れ
た
本
の
製
本
に
就
い

て
の
み
、
該
当
す
る
の
で
あ
る
。
総
て
の
、
他
の
領
域
に
あ
っ

て
は
、
手
工
業
経
営
は
、
最
近
数
十
年
に
於
い
て
、
損
失
の
み

を
蒙
む
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
、
先
づ
、
事
務
帳
簿
、
家
計
簿
、
ノ
ー
ト
類
、
学

校
の
生
徒
用
の
帳
面
、
是
等
は
何
れ
も
、
吾
人
の
、
紙
の
時
代

に
於
い
て
は
、
非
常
に
大
量
に
使
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ

の
製
造
に
就
い
て
見
れ
ば
、
全
然
、
特
殊
化
さ
れ
た
大
経
営
に

於
い
て
、
叉
一
部
分
は
、
刑
務
処
労
働
に
よ
っ
て
、
非
常
に
安



値
に
、
製
造
さ
れ
る
為
め
に
、
大
抵
の
製
本
経
営
に
と
っ
て
は
、

唯
、
商
品
と
し
て
の
み
、
間
題
と
な
り
得
る
の
で
あ
る
。
彼
の

特
殊
製
造
と
並
ぴ
、
尚
ほ
若
干
の
線
引
き
の
施
設
が
、
時
代
と

共
に
、
そ
の
仕
事
を
最
も
多
く
使
ふ
処
の
工
場
仕
事
に
聯
結
さ

れ
っ
っ
あ
る
状
況
で
あ
る
。

　
伝
統
的
に
、
製
本
者
の
経
営
に
加
へ
ら
れ
て
ゐ
た
処
の
も
の

は
、
よ
り
根
本
的
に
、
製
本
以
上
に
値
す
る
労
働
部
門
と
共

に
、
片
付
け
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
紙
挾
み
及
び
書
類

鞄
、
小
間
物
類
の
商
品
は
、
三
十
年
以
来
、
オ
ッ
フ
ェ
ン
バ
ハ

（
○
序
目
訂
ｏ
｝
）
か
ら
発
し
て
、
独
得
の
、
大
な
る
種
類
の
工

業
に
ま
で
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
特
に
巾
着
、
財
布

等
の
登
場
に
よ
っ
て
、
叉
四
十
年
の
末
葉
に
は
、
巻
煙
草
を
吸

ふ
習
慣
の
普
及
に
よ
っ
て
、
大
な
る
勃
興
を
見
た
の
で
あ
る
。

特
殊
化
さ
れ
た
生
産
は
、
そ
れ
が
、
大
、
小
何
れ
の
経
営
に
於

い
て
起
ろ
う
と
、
此
の
場
合
、
非
常
に
完
成
さ
れ
た
も
の
を
、

廉
い
価
格
で
提
供
す
る
の
で
あ
る
。
為
め
に
、
製
本
者
は
、
久

し
き
以
来
、
競
争
の
無
能
カ
者
た
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
而

し
て
、
す
で
に
、
現
今
、
当
該
商
品
は
、
商
品
と
し
て
は
、
殆
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ど
、
其
の
店
に
は
見
出
し
得
な
い
の
で
あ
る
。

　
之
と
同
様
な
こ
と
は
、
箱
や
輸
の
生
産
に
就
い
て
も
該
当
し
、

是
等
の
も
の
は
、
紙
挾
み
か
ら
、
昔
の
輸
の
製
作
の
領
域
に
ま

で
導
く
の
で
あ
る
。
之
は
、
主
と
し
て
、
次
の
様
な
工
業
の
補

助
工
場
た
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
そ
れ
は
、
金
及
び

銀
の
器
、
光
学
製
品
、
眼
鏡
等
、
是
等
の
商
品
を
箱
に
入
れ
て

販
売
す
る
工
業
で
、
強
く
特
殊
化
さ
れ
た
経
営
に
於
い
て
は
、

是
等
工
業
の
主
要
所
在
地
に
於
い
て
の
み
、
繁
栄
す
る
の
で
あ

る
。　

同
様
の
こ
と
は
、
板
紙
細
工
に
就
い
て
も
、
云
ひ
得
る
の
で

あ
っ
て
、
是
は
、
そ
の
用
途
を
、
原
紙
の
容
器
で
送
付
さ
れ
、

而
し
て
保
管
さ
れ
る
処
の
商
品
の
亘
大
な
る
増
加
に
よ
っ
て
、

数
千
倍
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
是
は
、
大
抵
、
特
殊
化
さ

れ
た
大
経
営
に
於
い
て
作
ら
れ
、
是
等
の
大
経
営
は
、
特
殊
機

械
を
以
っ
て
作
業
を
営
み
、
而
し
て
、
色
序
の
機
械
的
の
閉
鎖

装
置
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
膠
の
代
り
に
、
近
代
に
至

っ
て
は
、
そ
の
生
産
能
カ
を
、
極
度
に
高
め
る
に
至
っ
た
の
で

あ
る
。
チ
ヨ
コ
レ
ー
ト
及
び
砂
糖
商
品
の
新
流
行
品
、
及
び
滑
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稽
を
主
と
す
る
玩
具
の
製
作
、
巻
煙
草
、
売
薬
品
、
カ
ラ
ー
、

カ
フ
ス
、
手
袋
、
帽
子
、
羽
根
蒲
団
及
び
各
種
の
婦
人
用
装
身

具
、
小
形
の
装
飾
品
、
圧
縮
さ
れ
た
、
写
真
の
枠
、
写
真
の
ア

ル
バ
ム
、
ラ
ン
プ
の
笠
、
厚
紙
玩
具
、
紙
提
燈
、
ク
リ
ス
マ
ス
．

ツ
リ
ー
の
装
飾
、
手
紙
の
封
筒
、
紙
袋
、
是
等
の
製
作
は
、
何

れ
も
、
製
本
者
の
、
以
前
の
生
産
領
域
か
ら
出
発
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。
而
か
も
、
是
等
総
て
の
領
域
に
於
い
て
、
そ
の
技
術

は
、
今
日
、
次
の
様
な
処
で
使
用
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
即

ち
、
例
え
ば
、
見
本
を
貼
っ
た
厚
紙
の
完
成
の
如
き
、
個
人
的

に
生
ず
る
欲
望
を
充
当
す
る
場
合
、
そ
れ
で
あ
る
。
絵
画
及
ぴ

鏡
を
枠
に
納
め
る
こ
と
も
、
或
ひ
は
硝
子
職
人
の
方
へ
、
叉
或

ひ
は
特
殊
経
営
の
方
へ
、
夫
疋
移
行
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
“
製
本
者
は
、
そ
の
、
以
前
の
労
働
面
の
是
等
総

て
の
副
領
域
に
対
し
て
は
、
現
今
、
最
も
よ
い
方
面
を
見
て
も
、

唯
、
尚
ほ
商
人
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
製
本
者
は
、

更
ら
に
、
全
然
、
本
工
業
に
帰
属
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
而
し

て
、
手
工
業
と
工
場
と
の
間
の
競
争
に
就
い
て
は
、
製
本
の
領

域
の
上
に
於
い
て
の
み
、
尚
ほ
見
る
可
き
も
の
が
残
っ
て
居
る
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の
で
あ
る
。
然
し
、
此
処
に
於
い
て
も
、
一
般
に
、
次
の
こ
と

は
一
否
定
さ
れ
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
皮
革
、
板
紙
細
工

及
び
ボ
ー
ル
箱
等
の
仕
事
の
反
擾
は
、
製
本
業
を
し
て
、
そ
の

以
以
前
の
、
包
括
的
の
生
産
領
域
に
あ
つ
た
場
合
よ
り
も
、
よ

り
多
く
給
付
能
カ
あ
ら
し
め
。
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
然
し
、
現
今
の
状
態
、
即
ち
大
経
営
の
、
一
の
全
体
の
系
列

は
、
単
に
製
本
者
の
、
手
工
業
の
、
昔
の
副
業
領
域
を
引
受
け

る
に
至
り
し
の
み
な
ら
ず
、
叉
出
版
過
程
が
延
長
さ
れ
た
為
め

に
、
本
来
の
、
新
ら
し
い
仕
事
の
大
部
分
を
、
彼
か
ら
、
引
去

る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
是
は
、
工
場
が
手
工
業
と
の
間
の
競

争
で
辿
る
処
の
、
迂
曲
さ
れ
た
道
程
の
、
一
の
典
型
で
あ
る
。

而
し
て
、
全
体
の
、
製
本
業
に
よ
っ
て
、
そ
の
最
初
の
成
立
以

来
採
ら
れ
た
過
程
を
回
顧
す
る
こ
と
は
、
次
の
こ
と
を
、
示
し

得
る
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
給
養
の
原
則
を
適
用
す
る
こ
と
と
、

企
業
の
営
利
の
原
則
を
適
用
す
る
こ
と
と
が
、
如
何
に
根
本
的

に
異
る
作
用
を
、
自
己
に
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
か
を
、
看
取
す

る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
若
し
、
前
者
が
、
労
働
共
同
の

基
礎
の
下
、
数
世
紀
継
続
し
た
処
の
努
カ
に
於
い
て
、
貧
弱
な
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小
経
営
以
上
に
は
、
　
一
度
も
成
功
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た

な
ら
ば
、
後
者
は
、
分
業
に
よ
っ
て
、
催
か
数
十
年
の
間
に
、

特
殊
化
さ
れ
た
、
大
企
業
の
花
環
に
適
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の

大
企
業
は
、
た
と
ひ
、
古
い
幹
を
完
全
に
排
除
せ
ぬ
ま
で
も
、

然
し
、
此
の
幹
を
貧
窮
化
の
状
態
に
導
き
、
而
し
て
、
此
の
幹

に
対
立
し
て
、
大
企
業
白
体
は
、
充
実
と
幸
福
の
印
象
を
容
易

に
起
さ
す
の
で
あ
る
。

工
業
史
の
一
断
片
（
下
）
　
（
淡
川
）

二
三
二
（
一
三
三
）

●




